
 

 

 

 

中川
なかがわ

淳庵
じゅんなん

は
、

、杉田
す ぎ た

玄
げん

白
ぱく

らとともに『解体
かいたい

新書
しんしょ

』を出版したことでも有名ですが、 

薬用になる植物や薬物となる物を研究する本草学
ほんぞうがく

の第一人者でもありました。 

中川家は、清和
せ い わ

天皇
てんのう

の末裔とも言われ、もともとは丹波国（現在の京都府）出身で

したが、小浜
お ば ま

藩主
はんしゅ

・酒井
さ か い

忠音
ただおと

の時に、初代・中川仙安
なかがわせんあん

の医療技術が見込まれ、小浜に

移り、屋敷は雲浜村西津福谷町（現在の小浜市西津福谷）に構えたと言われています。 

淳庵は
、

、小浜藩医で書家としても有名な中川
なかがわ

仙安
せんあん

の子で、１７３９年（元文４年）

江戸で生まれました。医者の家系であったため、小さい頃から薬草に接することが多

く、淳庵は若くして本草家
ほんぞうか

として知られていました。 

１７５７年（宝暦７年）には、田村
た む ら

藍水
らんすい

が会主（主催者）となり、第１回の薬品会

が開かれ、この時、淳庵も薬草類を出品し、１７５９年（宝暦９年）の会主・平賀
ひ ら が

源内
げんない

、

１７６０年（宝暦１０年）（１７６０年）の会主・戸田
と だ

旭山
きょくざん

らによって行われた薬品

会にも勢力的に海金砂
かいきんしゃ

などの薬草類を出品し、毎年江戸で開かれた薬品会はもちろん、

大阪で開催された会にも、淳庵は３～６種類の薬草、動植物、鉱物を出品、１７６６

年（明和３年）には、淳庵自らも会主の１人となって薬品会を開催しています。 

また、淳庵は、幕医の桂川
かつらがわ

甫周
ほしゅう

とともに、長崎のオランダ商館医として来日してい

た植物学・医学者ツンベルク（スウェーデン出身）のもとを訪れ、植物の和名を教え

るなど『日本
に ほ ん

植物誌
しょくぶつし

』の刊行にも大きく寄与しました。 

１７６４年（明和元年）には、淳庵は、発明家として 

有名な平賀
ひ ら が

源内
げんない

とともに火浣布
ひ か ん ぷ

（石綿
いしわた

）を発明してい 

ます。その後、淳庵は、父の死とともに、１７７０年 

年（明和７年）小浜藩の奥医（幕府に仕え、将軍等の 

診療をする医者）となりました。しかし、１７８５年 

（天明
てんめい

５年）に発病し、江戸へ戻った後、４８歳で亡 

くなりました。 

 

 


